


「国技大富豪」10円

　日本国の国技として、トランプの大富豪は定着していた。誰もが憧れる職業、大富豪マスター。大富豪で、金を稼ぐ仕事だった。テレビのCMや、雑誌のモデルで掲載される等、タレントとしても注目を浴びる。

　さるひこは、二十歳で元気なうるさい男だ。将来の夢は、大富豪マスターと決めていた。大富豪のルール本を読んでいた。

大富豪は、トランプゲームの代表で、トランプを使って遊びます。
ローカルルールも存在しますが、ここでは、世界大会のルールを適用します。
まず、トランプのジョーカーを一枚にします。
二人で対戦します。
各プレイヤーは、山札から１５枚ずつカードを受け取る。
交互に場へ、カードを出します。場に出ているカードより大きい数字でないと出せません。手札がなくなったプレイヤーが勝者となります。
カードの強さは、（弱）３～K・A・２・ジョーカー（強）の順です。

＜カードの出し方＞
一枚出した場合、他のプレイヤーも一枚出す。
複数枚出した場合（３・３等）、他のプレイヤーも複数枚でかつ大きい数字を出さなければなりません。
同じ柄のカードで、３枚以上連続した数字の場合は、（３・４・５等）階段という出しかたが出来ます。その時、他のプレイヤーも、階段で出さなければいけません。
場にカードを出せない場合、パスと宣言し、場のカードは流れます。最後に場へ、カードを置いたプレイヤーが、新しくカードを場に出します。

＜特殊な効果＞
カードによっては、特殊な効果が存在します。場に出すと発動します。
スペード3……ジョーカーつぶし（ジョーカーの上に出せて、場が流れる）
7……7渡し（手札のカードを、一枚他プレイヤーに渡す）
8……8流し（場を流す）
10……10付け（手札のカードを、一枚場に捨てる）
J……Jバック（数字の強さが反転する。場が流れるまで）
四枚出し……革命（強さが反転する。ゲーム終了まで）
階段四枚出し……階段革命（強さが反転する。ゲーム終了まで）
反則あがり……スペード3・7・8・10・J・2・ジョーカーで上がると反則負けとなる。最初の手札が、全て反則あがりなら配り直す。
ただし、革命やJバックで強さが反転すると、2は反則あがりから除かれ、3が反則あがりとなる。
先手……スタート時、プレイヤー同士で一番強いカードを見せ合う。数字の低いほうが先手となる。同じならスートで比べる。スート順は、（弱）ダイヤ・クラブ・ハート・スペード（強）。
※省略文字、ダイヤ…ダ・クラブ…ク・ハート…ハ・スペード…ス・ジョーカー…ジョ。

意外と単純だが、奥が深いルールだった。
父親のうまひこが声をかけてきた。顔が面長で五十二歳。
「おーい、さるひこ、久しぶりに大富豪するか」
「臨むところだ」
ラウンド１＜父子戦＞
さるひこの手札（ジョ・2ス・2ハ・Aハ・Qク・Jス・Jク・10ク・9ハ・8ス・8ク・8ハ・7ハ・5ダ・5ハ）。
「僕の大きいカードは、ジョーカーだよ」
「父さんの大きいカードは、Aクローバーだな」
「父さんから先にどうぞ」
「わかった」
うまひこ＞77渡し（4ス・3ダ）
「うわ、いきなり２枚いらないカードがきた」
「はっはっは」
「僕の番だね」
さるひこ＞88流し
「流しか」
「まだまだこれから」
さるひこ＞7渡し8流し9ハの階段（3ダ）
「渡してくるし、場も流れる」
さるひこ＞10付け（4ス）
うまひこ＞Jバック
「強さ反転かあ」
さるひこ＞5
うまひこ＞3
さるひこ＞パス
「まだまだ甘いな」
「残り８枚だよ」
「父さんは、１０枚ある」
うまひこ＞66
さるひこ＞JJバック
「2枚で低い数字はないぞ」
うまひこ＞パス
さるひこ＞Q
うまひこ＞K
さるひこ＞A
うまひこ＞パス
「これで決まりだね」
さるひこ＞ジョ22
「まいったな」
うまひこ＞パス
さるひこ＞5あがり
さるひこが勝利しました。
「さるひこ、我が家で一番大富豪上手だな」
「えっへん」
「僕、今からいぬたの家に遊びに行ってくるよ」
「気をつけてな、いってらっしゃい」
「いってきまーす」

　いぬたの家は、さるひこの家から自転車で10分の距離だった。
ピンポーン。呼び鈴を鳴らす。
「はい」
「いぬたあそぼーぜ」
「今開けるよ」
玄関からいぬたが出てきた。
「入りなよ」
いぬたは、天然パーマのくせ毛、憎めない顔で、カメラオタクの男。さるひこの同級生だ。
いぬたの部屋で、二人はくつろぐ。いぬたがトランプを持ってきた。
「来週、日本大会が開かれるらしいよ」
「知ってる」
「まじで？」
「参加するよ」
「すげぇじゃん、まじ応援する」
「ありがとう」
「俺と練習試合しとくか」
「うん」

ラウンド２＜友人戦＞
さるひこの手札（2ク・Aク・Aダ・Aハ・Kク・Qク・Qダ・10ハ・9ク・8ハ・6ス・5ス・4ハ・4ス・3ス）。
「僕の大きいカードは、2クローバーだよ」
「俺のは、2ダイヤ。じゃあ俺からね」
いぬた＞77渡し（4ダ・3ダ）
「いきなり、2枚渡しかよ」
「先に渡すに限る」
さるひこ＞QQ
「Qか大きいな」
いぬた＞KK
さるひこ＞AA
「もうねえよ」
いぬた＞パス
「大きいのいくぜ」
さるひこ＞K・A・2クラブ階段
「ひどす」
「僕は、残り１０枚」
「俺は、残り９枚だ」
いぬた＞パス
「会心の一撃だ」
さるひこ＞3・4・5・6スペード階段革命
「俺の大きいカードがいきなりゴミに」
いぬた＞パス
さるひこ＞8流し
さるひこ＞10付け（9ク）
「反撃だ」
いぬた＞8流し
いぬた＞Jバック
「大きいのねえわ」
さるひこ＞パス
いぬた＞99
さるひこ＞パス
いぬた＞Q
「いぬた、残念だったな」
さるひこ＞3
「負けたぜ」
いぬた＞パス
さるひこ＞44あがり
さるひこが勝利しました。
「まいったよ」
「もっと練習しろよ」
「そうだな」
「さるひこは、来週の日本大会頑張れ」
「サンキュー」

　一週間後、さるひこは日本大会に訪れた。ここで優勝すれば、来月の世界大会への切符が手に入る。さるひこを含む8人が、最終候補に残った。トーナメントで勝ち進む。泣いても負けても一発勝負。
「さあ、身を引き締めていこう」
会場では、うまひこと、いぬたが横断幕を掲げる。
「フレー、フレーさるひこ」
「ちょい恥ずかしい」
30代の男、ねこきちが相手だった。
「さるひこ君、よろしく」
「あ、はいこちらこそ」

ラウンド３＜日本大会一回戦＞
さるひこの手札（2ダ・2ス・Aダ・Aス・Aク・Kハ・Qス・10ダ・10ク・9ハ・8ス・4ク・4ス・3ダ・3ス）。
「僕の大きいカードは、2ダイヤだよ」
「俺のは、ジョーカー。じゃあ、さるひこ君からね」
さるひこ＞44
ねこきち＞66
「大技いきますよ」
さるひこ＞1010付け（Qス・9ハ）
「一気に、四枚減らしたか」
ねこきち＞KK
さるひこ＞AA
ねこきち＞22
さるひこ＞パス
「プレゼントだよ」
ねこきち＞7渡し（3ハ）
「いりません」
さるひこ＞K
「この場は、もらうよ」
ねこきち＞ジョーカー
「まだです」
さるひこ＞スペード3・ジョーカーつぶし
「あいたたた」
「残り６枚」
「さるひこ君は、６枚か。俺も６枚」
さるひこ＞8流し
さるひこ＞33
ねこきち＞99
「この勝負いただきます」
さるひこ＞22
「手持ちのカードでは出せない」
ねこきち＞パス
さるひこ＞Aあがり
さるひこが勝利しました。
「ありがとうございました」
「俺のほうこそ。次は負けないよ」
ねこきちと、握手を交わした。
うまひこと、いぬたは大喜び。
「いいぞー」
アナウンスされた。
「勝ち進んだのは、さるひこ・うしみ・かめたか・きじこ。
一回戦敗退は、ねこきち・ぶたお・とらまる・かばた」
「きじこって……まさか」

次の相手は、20代の白い肌のお姉さんだった。
さるひこは、美人に弱かった。
「さるひこです。よろしくお願いします」
「うしみです。おてやわらかに」
「はい」

ラウンド４＜日本大会５回戦＞
さるひこの手札（ジョ・Aス・Aダ・Qク・Qハ・10ス・9ク・9ス・8タ・7ス・7ダ・6ク・6ス・4ク・3ハ）。
「僕の大きいカードは、ジョーカーだよ」
「私のは、2スペード。私からね」
うしみ＞44
さるひこ＞66
「ごめんなさいね」
うしみ＞77渡し（6ダ3ク）
「別にいいっすよ」
さるひこ＞99
「あまり乗り気はしませんが」
うしみ＞JJバック
「言葉は柔らかいが……」
さるひこ＞77渡し（6ダ4ク）
「いやん」
「戦いですから」
うしみ＞55
さるひこ＞33
「お強いこと」
うしみ＞パス
「残り7枚」
「あと5枚です」
さるひこ＞8流し
さるひこ＞10付け（Qハ）
「あら、Q捨てるなんてもったいない」
「作戦作戦」
うしみ＞Q
さるひこ＞A
「手が滑りました」
うしみ＞2
「ここは、譲れません」
さるひこ＞ジョーカー
「きゃー」
うしみ＞パス
さるひこ＞A
「ご臨終ですわ」
うしみ＞パス
さるひこ＞Qあがり
さるひこが勝利しました。
「美人に勝つのは、心が痛む」
「お気になさらず」
うしみの手は冷たかった。
「勝っちまった」
うまひこと、いぬたは抱き合った。
「さすが我が息子」
「さるひこ、こうなりゃ優勝だ」
「応援席は、好き勝手言えるからいいなあ」
アナウンスが聞こえた。
「決勝に進んだのは、20歳さるひこ・20歳きじこ。惜しくも敗退したのは、うしみ・かめたか」
「これは、本物だな」

　久しぶりに会うきじこは、可憐な乙女だった。キュートな服装も心を掴む。
「出来れば、この場で会いたくなかった」
「そう？私は歓迎してる」
「きじこさん、あなたは、僕の初恋だった」
「当時は、気付かなかったわ。でも嬉しいわ」
「おっしゃー」
「勝負に関係無い話は、抜きにしましょう」
「そうだね。僕は、きじこさんが相手でも、負けるわけにはいかない」
「手加減無用よ。日本代表は、私がいただくわ」

ラウンド５＜日本大会決勝戦＞
さるひこの手札（Aダ・Qク・Qダ・Jス・10ス・10ハ・9ハ・9ダ・9ス・8ク・8ダ・8ハ・7ク・6ス・3ハ）。
「僕の大きいカードは、Aダイヤだよ」
「私は、もっと大きいわ2のクローバー」
「僕からだ」
さるひこ＞7渡し（3ハ）
きじこ＞8流し
「お返しするわ」
きじこ＞77渡し（3ク4ハ）
「今までの相手より強い」
さるひこ＞88流し
「負けられない」
さるひこ＞999
きじこ＞パス
「もういっちょ」
さるひこ＞1010付け（4ハ・3ク）
「まだこれからよ」
きじこ＞QQ
さるひこ＞パス
「僕の手札は、５枚」
「私は９枚よ。高校時代より強くなったわね」
「うん。ずっと大富豪のことばかり考えていたから」
「納得よ」
きじこ＞10付け（5ク）
さるひこ＞Jバック
きじこ＞9
さるひこ＞8流し
「優勝が見えてきた」
「見てなさい。逆転するわ」
さるひこ＞QQ
きじこ＞KK
さるひこ＞パス
きじこ＞A
さるひこ＞パス
「パスし過ぎじゃないの」
きじこ＞Jバック
「反撃さ」
さるひこ＞6
「神様あんまりよ」
きじこ＞パス
「次戦えば、きじこさんが勝つだろう」
さるひこ＞Aあがり
さるひこが勝利しました。
「おせじはいいわ」
「本気さ」
応援席の、うまひこといぬたが叫ぶ。
「感動したぞ」
「好きと言っちまえ」
さるひこは、きじこと連絡先を交換した。
「また会いましょう」
「もちろんさ」
気持のよい握手だった。観客は拍手喝采だ。
アナウンスされた。
「今年の日本大会の優勝者は、さるひこに決定しました」
さるひこは、嬉しさと責任を同時に感じていた。
「もう一度、決勝戦を戦った二人に盛大な拍手をお願いします」
パチパチパチ。

　一か月後、飛行機に乗ってから落ち着かない。さるひこは、日本代表を背負って、世界大会へやってきた。
「世界か」
８人の国の代表が、この世界大会で凌ぎを削る。
うまひこ、いぬた、きじこが会場席で、さるひこ応援団を率いていた。
「さあ、日の丸旗をみんな持って」
「フレー、フレーさるひこ」
「そーれ、フレフレさるひこ。フレフレさるひこ」
「わー」
きじこは祈っていた。
「頑張ってさるひこさん」

日本人に近い顔をしているが、少し狐眼の男だ。
「勝負アルヨ」
「ええ、国の事情は違えど、健闘しましょう」
「日本代表さるひこVS中国代表チャキ、レディーゴー」

ラウンド６＜世界大会一回戦＞
さるひこの手札（2ス・Aダ・Aク・Qダ・10ク・10ス・9ダ・8ス・8ハ・8ダ・7ク・6ク・5ダ・5ス・3ス）。
「僕の大きいカードは、2スペードだよ」
「アタスは、ジョーカーアル」
「僕からですね」
さるひこ＞55
チャキ＞66
さるひこ＞88流し
「よい玉ナゲルネ」
さるひこ＞7渡し（6ク）
チャキ＞8流し
「地獄を見るアル」
チャキ＞ジョJJJバック革命（反転するがJバックで高い数字優先のまま）
「いきなり決めてきた……」
さるひこ＞パス
チャキ＞10付け（9ク）
さるひこ＞8流し
「高い数字は邪魔だ」
さるひこ＞1010付け（2ス・Qダ）
「残念ダッタネ」
チャキ＞44
さるひこ＞パス
「僕の残りは、４枚」
「アタスは、５枚アル」
チャキ＞KK
さるひこ＞パス
「防戦一方デスカ」
チャキ＞6
「耐え忍ぶのは終りだよ」
さるひこ＞3
「なんてコト」
チャキ＞パス
「勝てるかどうかわからない。エースに賭ける」
さるひこ＞AA
「二枚なんてナイ」
チャキ＞パス
さるひこ＞9あがり
さるひこが勝利しました。
「やった。やった」
「日本人強いアル」
チャキと握手を交わした。
きじこは、ほっと安心した。
「良かった」
うまひこは、泣く。
「我が息子よ」
いぬたは、吠える。
「日本一のツワモノよ」
英語のアナウンスの後、日本語のアナウンスがされた。
「勝ち進んだのは、さるひこ（日本）・ソバノフレ（フランス）。
一回戦敗退は、チャキ（中国）・ボスクージン（トルコ）。尚、本大会は、シード付きトーナメントになっております。」

金髪の白人で、高身長。男から見てもイケメンだ。
「タタカイマスカ」
「悔いの残らぬ戦いを」
「日本代表さるひこVSフランス代表ソバノフレ、レディーゴー」

ラウンド７＜世界大会四回戦＞
さるひこの手札（ジョ・Qク・Jハ・10ス・10ク・9ダ・8ス・8ハ・7ク・6ハ・6ス・5ハ・5ダ・4ク・3ス）。
「僕の大きいカードは、ジョーカーだよ」
「ワガハイハ、2スペードデス」
「ワガハイハ、ウィナースル」
「ウィンナー？」
「ウィナー」
ソバノフレ＞999
「まじか三枚」
さるひこ＞パス
ソバノフレ＞44
さるひこ＞55
ソバノフレ＞JJバック
「させるか」
さるひこ＞88流し
さるひこ＞66
ソバノフレ＞QQ
さるひこ＞パス
「ゴクロウサン」
ソバノフレ＞7渡し（5ク）
「ねぎらってねえよ」
さるひこ＞9
ソバノフレ＞10付け（6ダ）
「様子見だ」
さるひこ＞Jバック
「アウチ」
ソバノフレ＞パス
「後８枚か……」
「２枚デス。ラクニシテアゲマス」
さるひこ＞1010付け（3ス・4ク）
「２枚ダシムリデス」
ソバノフレ＞パス
「チャンス到来」
さるひこ＞7渡し（5ク）
「日本にはお歳暮返しってあるんでね」
「ニホンノブンカ、ワカリマセン」
ソバノフレ＞K
「ごちそうさまでした」
さるひこ＞ジョーカー
「アナガアッタラハイリタイ」
ソバノフレ＞パス
さるひこ＞Qあがり
さるひこが勝利しました。
「オーノー」
スポーツマンシップに反し、ソバノフレは握手もせず退場した。
「おい、握手ぐらいしろよ」
うまひこは、祝杯をあげる。
「勝った時のビールうめえ」
いぬたは、カメラでシャッターを切る。
「いいぞ、さるひこ」
きじこは、笑っていた。
「さるひこさん、素敵ね」
英語のアナウンスの後、日本語のアナウンスがされた。
「勝ち進んだのは、さるひこ（日本）・ジパパ（インド旧チャンピオン）。
四回戦敗退は、ソバノフレ（フランス）・ルーシー（イギリス）。尚、本大会は、シード付きトーナメントになっております。」

ターバンを巻いた黒人で、カレーの臭いがする。旧チャンピオンだけあって、油断できない殺気があった。
「カレー好きですか？」
「日本語上手ですね」
「カツカレーが美味しいです」
「インドは暑いです？」
「わたしは、ヒンドゥー教です」
会話が噛みあってなかった。
「日本代表さるひこVSインド代表（旧チャンピオン）ジパパ、レディーゴー」

ラウンド８＜世界大会５回戦＞
さるひこの手札（ジョ・2ダ・2ク・Kハ・Qハ・Qダ・9ス・8ダ・8ス・6ク・6ス・5ハ・5ダ・4ダ・3ハ）。
「僕の大きいカードは、ジョーカーですよ」
「2のスペードは、私の好きな数字です」
「後手でいいのかな……」
ジパパ＞7渡し（4ク）8流し9ハの階段
「いきなり階段かい」
「カレーはチキン派です」
ジパパ＞33
さるひこ＞44
ジパパ＞1010付け（9ハ5ス）
さるひこ＞QQ
「うまそーだ」
ジパパ＞KK
「意味わかんねえ」
さるひこ＞22
ジパパ＞パス
さるひこ＞55
ジパパ＞パス
「２枚持ってないのか」
さるひこ＞66
ジパパ＞パス
「残り６枚だ」
「今晩のおかずは、３品」
さるひこ＞88流し
さるひこ＞9
ジパパ＞Q
さるひこ＞K
「甘口なんて認めません」
ジパパ＞2
「絶対に諦めない」
さるひこ＞ジョ
「二次会もカレーでお願いします」
ジパパ＞パス
さるひこ＞3あがり
さるひこが勝利しました。
「仏教素晴らしい」
「最後までわからん人だ」
握手すると、カレーの臭いがうつった。
うまひこが飛び上がる。
「ブラボー、ナイスナイス」
いぬたは、カメラでイギリス代表のルーシーを撮影していた。
「可愛い」
きじこは、弁当を食べていた。
「いよいよ決勝ね。長丁場だとお腹も空くわ」
英語のアナウンスの後、日本語のアナウンスがされた。
「勝ち進んだのは、突如現れた新星さるひこ（日本）。
五回戦敗退は、ジパパ（インド旧チャンピオン）、大波乱の予感です」

　決勝の前に、シードの戦いがある。さるひこは、一回休みだ。控室のモニターで見守る。
「さっさと終わらす」
「外交で負けても、大富豪では負けない」
「アメリカ代表（現チャンピオン）ドチンパンVSロシア代表オービッチ、レディーゴー」
さるひこは、王者ドチンパンを見つめていた。

ラウンド外伝＜世界大会６回戦＞
ドチンパンの手札（Kハ・Kク・Kス・Qス・10ス・10ハ・8ス・7ス・7ダ・6ハ・6ク・6ダ・5ス・4ダ・3ハ）。
「大きいのはKハート」
「2ハートになります」
ドチンパン＞666
「目には目を歯には歯を」
オービッチ＞QQQ
ドチンパン＞パス
オービッチ＞33
「……」
ドチンパン＞77渡し（4ダ3ハ）
オービッチ＞99
「……」
ドチンパン＞1010付け（Qス・5ス）
「相手が悪すぎる」
オービッチ＞パス
「残り４枚」
「１０枚、離されている」
ドチンパン＞8流し
ドチンパン＞KKKあがり
ドチンパンが勝利しました。
「何もできなかった」
「……」
両者とも、無言で握手する。
英語のアナウンスの後、日本語のアナウンスがされた。
「王者、貫禄を見せてくれました。観客は呆然としています。勝ち進んだのは、ドチンパン（アメリカ現チャンピオン）。
六回戦敗退は、オービッチ（ロシア）、圧倒的優位の試合でした。」
さるひこは、震えていた。
「僕はこいつと戦うのか」

うまひこ、いぬた、きじこは声を揃える。
「信じてるぞ（信じてる）」
「日本代表さるひこVSアメリカ代表（現チャンピオン）ドチンパン、レディーゴー」
「王者に会えて光栄です」
「挨拶などいらぬ」

ラウンドファイナル＜世界大会決勝戦＞
さるひこの手札（Aク・Kハ・Kス・Qハ・Jハ・Jダ・10ダ・10ハ・9ハ・7ダ・6ダ・6ク・6ス・5ハ・3ダ）。
ドチンパンの手札（2ダ・？？？？？？？？？？？？・3ク・3ス）
「さっさと言え」
「僕は、Aクローバーです。ドチ」
「2のダイヤ。私は気が短い」
さるひこ＞666
ドチンパン＞パス
「怖い」
さるひこ＞7渡し（3ダ）
「……」
ドチンパン＞8流し
ドチンパン＞333
さるひこ＞パス
ドチンパン＞444
さるひこ＞パス
ドチンパン＞55
「これが王者の実力なのか」
さるひこ＞1010付け（9ハ5ハ）
ドチンパン＞KK
さるひこ＞パス
「僕の手札は６枚、王者は５枚」
「……」
ドチンパン＞8流し
ドチンパン＞Jバック
「小さい数字は使い果たした」
さるひこ＞パス
「……」
ドチンパン＞2
「僕が負けるなんて」
さるひこ＞パス
ドチンパン＞7渡し（6ハ）あがり
ドチンパンが勝利しました。
さるひこは、その場で両膝をついた。
「ふん」
王者がそっと、頭をぽんと触り立ち去っていく。
英語のアナウンスの後、日本語のアナウンスがされた。
「期待の新星、王者に破れました」
うまひこは、悔し涙を流した。
「今まで、よくやった」
いぬたも、辛い。
「おしかった」
きじこは、一刻も早く励ましてあげたかった。
「さるひこさん、元気をだして」
「おっと、どうしたことでしょうか、審判が話し合いをしています」
審査委員長が、マイクのスイッチをオンにした。
「ただいまの決勝戦は、ドチンパン選手による7あがり反則負けとなり、よって勝者はさるひこ選手です」
「王者、陥落。日本代表さるひこ選手優勝です。おめでとう」
司会者が、さるひこに手を差し伸べる。さるひこは、手を取り立ちあがった。
「何か一言どうぞ」
「金メダルはいりません。僕は勝ってないですから、来年もまた来ます。その時は、ドチンパン選手に勝ち金メダルを手に入れたいです」
ドチンパンは、不敵な笑みを浮かべた。


完
